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西ら，2001），ストレス緩和（Lohrら，1996）の効果
が研究によって示唆されている。特に近年，室内緑化
によるストレス緩和効果は注目されており，オフィス
の作業環境改善や高速道路休憩施設において運転者の
疲労回復を目的とした導入事例もある。こうした緑の
効果を期待する施設では，より高いストレス緩和・回
復効果が求められるが，本来の施設用途に付加した形
で設けられることから，緑化可能なスペースが限られ

緒　言

　室内緑化とは，室内の美化や修景，環境整備の一環
として行われる緑化であり，商業施設や文化的施設に
多く導入されている。その心理・生理的な効果として，
室内緑化空間における熱環境・快適性の向上（浅海ら，
1991）や視覚疲労回復（浅海ら，1995），安らぎ（今

Summary
In this study, experiments were conducted to obtain synergistic eff ects of fatigue restoration 

and stress relief by combining plants with other space components, focusing on a lighting 
as the space component. A lighting was used to simulated Komorebi（sunlight through the 
leaves）, which is expected to relieve fatigue and stress based on previous study. We conducted 
physiological and psychological experiments in indoor environment. We measured heart rate 
variability and cerebral blood flow dynamics for the physiological aspect. To determine the 
psychological aspect, impression evaluation by Semantic diff erential method and hearing were 
conducted.

By measuring heart rate variability, the result suggested that the value of parasympathetic 
nerves in Space with simulated Komorebi tend to be higher than parasympathetic nerves in 
Non-simulated space. It means that “Space with simulated Komorebi” can make people approach 
relaxed state. At this relaxed state, activity in the ch23 and ch24 were observed from the 
cerebral blood fl ow dynamics. Through the hearings, we found out that there were experiment 
participants who imagined the Komorebi. Furthermore, the SD method result showed that 
people feel “Fun” and “Lively”. From the psychological aspect, “Space with plants”, “Space with 
simulated Komorebi” and “Space with plants and simulated Komorebi” gave better impression 
compared to “Non-simulated space”. Especially, the comprehensive evaluation of “Space with 
plants and simulated Komorebi” was the highest.

 All of these results suggested that creating a space with combination of plants and Komorebi 
will give a physiologically relaxing eff ect even in indoor environments. In addition, the space 
with combination of plants and Komorebi can be expected to gain the positive evolution.

Keywords：cerebral blood fl ow dynamics, heart rate, heart-rate-variability, semantic
diff erential method
脳血流動態，心拍，心拍変動性，ＳＤ法
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ることが多い。こうしたことから，本研究では植物と
他の空間構成要素を組み合わせることでストレス緩和
の相乗効果が得られないかという観点から，室内で演
出が可能な照明に着目した。
　既往の研究（高山ら，2012）では，木漏れ日の静止
画像を使った心理的ストレス低減効果に関して，植物
と照明を組み合わせた模擬的な「木漏れ日」の室内空
間が緊張感を低下させる可能性を示唆している。ま
た，「木漏れ日」に着目した研究（藤澤ら，2007）で
は，森林内の光環境を紡ぐ陽斑に1/ｆゆらぎ特性があ
るとした上で，心理的なストレス低減効果があること
を示唆している。1/ｆゆらぎとはパワースペクトルが
周波数ｆに反比例し，小川のせせらぎやそよ風，木漏
れ日など自然界に多く存在するゆらぎ現象である。こ
の1/ｆゆらぎは心拍のリズムや眼球の動きなど生体の
リズムと同じことから，快適性と深い関係があるとさ
れ，人工的な1/ｆゆらぎ照明が人に安らぎを与えると
推察されている（土井ら，1997）。
　しかしながら，実際に室内条件下で植物と木漏れ日
を演出した照明を組み合わせた空間を検証した研究は
見当たらない。そこで本研究では，1/ｆゆらぎを持
つ木漏れ日を表現できる照明装置（以下，木漏れ日照
明）を製作し，植物と組み合わせた時に，疲労回復や
ストレス緩和に相乗効果が認められるか生理的側面と
心理的側面から検証した。

材料および方法

１．実験材料
　実験材料として植物と木漏れ日照明を用いた。植
物は，観葉植物の中でも比較的手に入りやすく，室
内緑化に多く用いられているシェフレラ（Scheffl  era 
arboricola Hayata）を選定し，高さ1.3ｍのものを使
用した。木漏れ日照明の構成は，内面が鏡面部材で構
成された光搬送路内に風で揺動する揺動体を設けたも
のである。この揺動体に電流量を1/ｆゆらぎにコント
ロールできる装置を動力にしたファンで風を当てる。

そこにメタルハライドランプの投光器で光を当て反射
させることにより自然の木漏れ日を演出する装置（製
作者：株式会社マテリアルハウス）である（第１図）。

２．実験区
　実験区は４パターン設定し，各実験区を比べた。実
験区は，スクリーンのみの無演出空間（以下，無演出
区），スクリーンの前に植物を置いた空間（以下，植
物区），スクリーンに木漏れ日照明による演出がされ
た空間（以下，木漏れ日区），スクリーンの前に植物
を置き，木漏れ日演出を加えた空間（以下，植物・木
漏れ日区）とした（第１表）。無演出区，植物区の照
度設定にあたっては，木漏れ日照明による演出時のス
クリーン面６か所の平均照度が151luxであったため，
これを基準照度に設定し調光を行った。なおスクリー
ンに映像等は流していない。

３．測定内容
　測定は生理的側面と心理的側面から行った。生理的
指標として人体のストレス指標である自律神経活動の

Fig. １．Structural drawing of Komorebi lighting.
第１図．実験機器配置（断面図）.

Table 1．Type of experiment zone.
第１表．実験区の設定.
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状態をリアルタイムで把握できる心拍変動性を測定し
た。あわせて脳活動の状態を可視化し，脳の部位ごと
の活性化・沈静化の状態が測定できる脳血流動態を測
定した。また実験時の心理的反応を数値として捉える
方法として，「快適な－不快な」などの相反
する形容詞対を複数用いて対象の印象評価
を行うSD法（Semantic Diff erential Method）
による印象評価を行った。加えて印象評価で
は表せない実験参加者がどのように感じたか
を，実験参加者の表現方法で表せるヒアリン
グを実施した。具体的な測定内容は以下のと
おりである。
　心拍変動性とは心拍一拍ごとの変動であ
り，その周波数領域によって低周波数成分
VLF（0－0.05Hz），中間周波数成分LF（0.05
－0.20Hz），高周波数成分HF（0.20－0.35Hz）
に区分される。VLFは主として交感神経系
活動の影響を受け，一部副交感神経系活動の
影響を受けるとされ，LFは交感神経系と副
交感神経系活動，HFは副交感神経系活動の
影響を受けるとされる（日本自律神経学会，
1995）。本研究では，アクティブトレーサー

（アームエレクトロニクス社）を用い，交感
神経系活動の評価指標をLF/HFおよびLF/

（LF+HF），副交感神経系活動の評価指標を
HF，心拍数の評価指標をHRとし測定した。
　脳血流動態は，近赤外分光分析法（NIRS：
Near Infra Red Spectroscopy） に よ り 測
定した。NIRSは照射した近赤外線の反
射率の変化から血液中の酸素化ヘモグロ
ビ ン（oxyHb）， 脱 酸 素 化 ヘ モ グ ロ ビ ン

（deoxyHb）とこれらの和である総ヘモグロ
ビン（totalHb）の濃度変化を捉える機器で
ある。酸素化ヘモグロビン濃度は，脳活動
の活性化・鎮静化を反映しているとされる。
NIRSは安全で比較的簡易に人の脳機能を記
録できるため，脳機能計測の臨床・研究分野
で多くの応用事例がみられる（山田，2007）。
既往研究（Zhuら,2014）では，NIRSにより，
ASD（自閉症スペクトラム障害）児童とTD

（定型発達）児童のRSFC（安静時の機能的
脳結合）神経活動の特徴を明らかにするなど，
医学分野に関するものが挙げられる。
　本研究では，多チャンネル酸素モニター（島
津サイエンス社）を使用し，同機器を使用し
た既往の研究（細野ら，2017）を参考に右脳
の前頭葉，頭頂葉，側頭葉，後頭葉について
47か所の酸素化ヘモグロビンの測定を行っ
た。なお本研究では，特に興味のある感情や
記憶といった反応を見るため，既往研究（El
－sadekら，2013）に準拠し，右脳に限定し

た測定を行った。
　機器の設置はマニュアルに則り，送光ファイバプ
ローブと受光ファイバプローブのペアを３cm間隔の
格子状配置とした（第２図）。設置時には，毎回同じ

Fig. ２．Channel map and the Brodmann area.
第２図．チャンネルの位置とブロードマンエリアの対応図.
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位置に配置することができ，頭の大きさの異なる人で
も同じ脳領域を測ることが可能とされる国際10－20法
を用い，眉間のくぼみ，耳珠（耳穴から頬側にある凸
部）の位置を基準として装着した。また，各送光ファ
イバプローブごとに正しくデータが取れているかデー
タの波形から確認し，毛髪で阻害されている箇所は調
整を行った後，測定を行った。
　SD法による印象評価は，既往の研究（細野ら，
2017）を参考に17項目の形容詞対について７段階の評
価を求めた。
　ヒアリングは４実験区の中で「最も好きな空間」，「最
も嫌いな空間」を聞いた後，特に印象に残っている空
間があった場合「その空間を見てどのように感じたか」
を聞いた。

４．実験手順
　実験は開始前に実験参加者の当
日の健康状態に問題がないことを
確認した後行った。
　実験の手順を第３図に示す。実
験参加者に白いスクリーンを正面
として着座させ（目線高120cm），
頭を動かさずに正面のつい立を見
るよう指示した。先行研究（細野
ら，2017）の手順を参考に１分間
の安静状態を設けた後，つい立を
外し，対象空間を１分間見せた。
なお，安静時間は植物を座観した
時の脳血流動態を測定した既往研
究（El－sadekら，2013）を参考
とし１分間とした。
　実験参加者とスクリーンおよび
植物の配置位置を第４図，第５図
に示した。このときの生理的な反
応（脳血流動態，心拍変動性およ
び心拍数）を測定した。測定終了
後，実験参加者はそのまま対象空
間を座観させ，SD法による印象
評価を実施した。印象評価終了後
に対象空間の入れ替えを行い，入
れ替え後，次の対象空間を測定す
る前に安静時間を設けた。また，
対象空間を見せる順番は順序効果
による影響をなくすため，全実験
参加者が異なる順番で行った。

５．実験日時・実験地
　実験は平成28年11月７日～ 14
日（９日を除く）計７日間で行い，
千葉大学 園芸学部内のシールド
ルームで実施した。なお，本シー

ルドルームは防音機能を有し，室温は25℃に設定した。

６．実験参加者
　実験参加者は色覚や聴覚に障害のない，18歳～ 30
歳の千葉大学園芸学部の学生，男女各10名である。男
性の年齢構成は10代３名、20代７名で平均年齢21.6±
2.1歳（平均年齢±標準偏差）、女性の年齢構成は20代
８名、30代２名で平均年齢24.5±3.4歳（平均年齢±標
準偏差）である。

７．統計処理および分析
　解析には「エクセル統計2012」（株式会社社会情報
サービス）を使用した。脳血流動態，心拍変動性およ
び心拍数は一元配置分散分析（対応あり）における多
重比較検定（Bonferroni），印象評価はクラスカル・ウォ

Fig. ５．Layout drawing of experimental equipment.
第５図．実験機器配置(断面図).

Fig. ４．Seating position.
第４図．着座位置(平面図).

Fig. ３．Experimental procedure.
第３図．実験の手順.
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リス検定を行った。統計的有意水準は５％未満とし，
本文中ではｐ＜0.05と示し，５％～ 10％は有意傾向と
しｐ＝実数値で示した。脳血流動態，心拍変動性の分
析は，対象空間を継続して測定した１分間の平均値を
用いて行った。

８．倫理的配慮
　本研究は千葉大学大学院園芸学研究科研究倫理審査
委員会の承認を受け実施した。実験参加者には研究の
主旨と方法，研究への参加の任意性，個人情報の保護
等について実験開始前に口頭および書面で説明し同意
を得た。

結　果

１．心拍変動性および心拍数
　心拍変動性および心拍数の測定結果を第６図および
第７図にまとめた。第６図では全実験参加者，男性，
女性の属性別に表にまとめた。なお，心拍変動性は
HF値の個人差が大きいと考えられることから，値そ
のものの比較ではなくHF，LF/HF，LF/（LF/HF）
の指標で実験参加者ごとに全実験区の実測値の平均を
用いて算出した値を用いた（以下この値を「実測値/
平均値」と示す）。第６図①より全実験参加者では無
演出区よりも木漏れ日区の方が副交感神経活動の影響
を受けるHFの値が高い傾向にあった（ｐ＝0.0838）。

Fig. ６．The change rate of heart-rate-variability（The actual value / The average value）and heart rate for
experimental zone.

第６図．実験区ごとの心拍変動（実測値/平均値）および心拍数.
Ａ無演出区，Ｂ植物区，Ｃ木漏れ日演出区，Ｄ植物・木漏れ日演出区．
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　第７図は実験参加者全員のLF/HFの実測値を平均
した値である。心拍変動性のLF/HFでは無演出区と
植物区が2.0以上の値であるのに対し，木漏れ日区と
植物・木漏れ日区では2.0未満であった。

２．脳血流動態
　脳血流動態は全47チャンネルのデータから得られた
値を実測値、全実験区の実測値の平均を用いて算出し
た値（実測値/平均値）を，全体・男性群・女性群で
比較し，有意差を示した箇所を賦活，有意傾向がある
ものを賦活した傾向にあるとした。結果を第２表に
チャンネルごとに分類しまとめた。
　男性群の無演出区と木漏れ日区の比較で，無演出区
より木漏れ日区でch23が賦活する傾向（ｐ＝0.0556）
であった。全体および女性群の植物区と木漏れ日区の
比較で，植物区より木漏れ日区でch24が賦活する傾向
であった（全体ｐ＝0.0705，女性群ｐ＝0.0935）。男性
群の無演出区と植物区の比較で，無演出区より植物区
でch36の賦活が認められた（ｐ＜0.05）。また男性群
の植物区と木漏れ日区の比較で，植物区より木漏れ日
区でch46の賦活が認められた（ｐ＜0.05）。

３．印象評価（SD法およびヒアリング）について
　SD法による17項目の印象評価を行い，有意差が認
められた項目を第３表にまとめた。無演出区と比べ，
植物区の方では「自然な」，「生き生きとした」，「変化
の多い」，「美しい」，「楽しい」，「心が落ち着く」，「潤
いのある」，「やわらかい」，「快適な」，「好きな」，「目
新しい」，「元気になる」と評価された（ｐ＜0.05）。
　また，無演出区に比べ木漏れ日区は「生き生きとし

ｚＡ無演出区，Ｂ植物区，Ｃ木漏れ日演出区，Ｄ植物・木漏
れ日演出区．
＊p＜0.05.

Table 2．Area of signifi cant diff erence by cerebral 
blood volume.

第２表．処理区間Ｚに脳血流動態の有意差が認められたチャ
ンネル．

Fig. ７．LF/HF value of the experimental zone.
第７図．各実験区における全参加者のＬＦ/ＨＦ．

Ａ無演出区，Ｂ植物区，Ｃ木漏れ日演出区，Ｄ植物・
木漏れ日演出区．
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Table 3．Result of semantic diff erential method. 
第３表．パターンＺにSD法による印象評価の有意差が認め

られた質問.

ｚＡ無演出区，Ｂ植物区，Ｃ木漏れ日演出区，Ｄ植物・木漏
れ日演出区．
＊p＜0.05，＊＊ｐ＜0.01．
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実験参加者は20人中11人おり，そのうちの５名が「木
漏れ日のようだ」，「太陽の光のようで自然な感じ」，「朝
窓から入る日差しのよう」といった自然に関する回答
が多かった。男女の属性別にみると，男性群では，木
漏れ日区は「キラキラしていて違和感がある」，「人工
的でわざとっぽい」といったネガティブな評価が得ら
れた一方，女性群では「落ち着く」，「きれい」と言っ
た回答が得られ，木漏れ日区が最も好きと答えた６名
は全員女性であった。

考　察

１．木漏れ日演出の効果について
　心拍変動性のHFは，副交感神経活動が優位な状態
が認められたとき，リラックス状態にあると判断され
る（Benson，2000）。本実験では無演出区よりも，木
漏れ日区の全体でHFの値が高くリラックス状態とな
る傾向が認められた（ｐ＝0.0838）。また心理的側面
から，SD法による印象評価において無演出区，植物
区よりも木漏れ日区の方が有意に「変化の多い」，「明
るい」，「やわらかい」と評価されたことから，これを
裏付けるものと考えられる。
　脳血流動態について本研究では，ブロードマンの
脳地図より脳の遂行機能の関与が考えられる部位を
NIRSで測定し，課題特性の脳賦活への影響について
考察した研究（山口ら，2011）を参考とした。測定し
た47チャンネルのデータから大脳真皮の部位により担
われる機能が異なるとする脳機能局在論（後藤・後藤，
2001），感覚の地図帳（山内・鮎川，2001）のブロー
ドマンの脳地図に基づき考察した。
　NIRSによる測定の結果，脳血流動態のch23で男性
群では無演出区より木漏れ日区で賦活する傾向があり

（ｐ＝0.0556），ch24の全体で植物区より木漏れ日区で
賦活する傾向であった（ｐ＝0.0705）。感覚の地図帳

（山内・鮎川，2001）のブロードマン脳地図によると
ch23，ch24は側頭連合野（記憶）とされ，「記憶をと

りだす機能」があるとされている。
しかし近年，脳のメカニズムは脳機
能局在論だけではなく，ニューロン
ネットワークという考え方も踏まえ
論じられており，特に記憶の想起の
メカニズムは未だ解明されていない
部分も多い。そのためch23，ch24
の賦活が認められたというだけでは
記憶の想起が起きていたかどうか明
言はできないが，ヒアリングから半
数の実験参加者が木漏れ日演出の印
象を「木漏れ日のよう」，「森の中の
よう」，「水面の動きのよう」等と表
現していた。この結果を踏まえると，
木漏れ日区で実験参加者は過去に得

た」，「心が落ち着く」，「変化の多い」，「快適な」，「美
しい」，「明るい」，「楽しい」，「潤いのある」，「やわら
かい」，「好きな」，「目新しい」，「安心な」，「元気にな
る」と評価された。
　植物区と木漏れ日区では木漏れ日区の方が「変化の
多い」，「明るい」，「やわらかい」と評価された（ｐ＜
0.05）。
　無演出区と植物と木漏れ日のある空間では植物と木
漏れ日のある空間の方が「自然な」，「生き生きとした」，

「快適な」，「変化の多い」，「美しい」，「明るい」，「楽
しい」，「心が落ち着く」，「潤いのある」，「やわらかい」，

「好きな」，「目新しい」，「元気になる」，「目がさえる」，
「安心な」と評価された（ｐ＜0.05）。
　植物区および植物・木漏れ日区は「変化の多い」，「や
わらかい」と評価された（ｐ＜0.05）。
　ヒアリング結果について第４表・第５表にまとめた。
最も好きな空間に植物・木漏れ日区を挙げた実験参加
者は20人中11人と半数以上であり，最も嫌いな空間に
植物・木漏れ日区を挙げた実験参加者はいなかった。
　「その空間を見てどのように感じたか」聞いたとこ
ろ，木漏れ日演出された木漏れ日区および植物・木漏
れ日区の印象を「～のよう」と何かに例えて表現した

Table 4．Result of hearing survey about the favorite
space.

第４表．最も好きな空間についてのヒアリング結果.

Table 5．Result of hearing survey about visual imoressions of the space. 
第５表．空間を見てどのように感じたかについてのヒアリング結果.
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た自然に関連する体験や情景を想起することでリラッ
クス状態に至ったのではないかと推察される。これは
既往の研究（加藤，2009）が過去の記憶想起が自律神
経系に影響を与えると述べていることからも，リラッ
クス状態であったことと側頭連合野（記憶）が賦活し
たことは関連があると考えられる。
　また植物区よりも木漏れ日区で男性群では脳血流動
態で視覚野のch46が賦活しており（ｐ＜0.05），感覚
の地図帳（山内・鮎川，2001）のブロードマンの脳地
図より視覚野は視覚情報の受取を行う機能があるとさ
れ，実際に木漏れ日区は光が揺れ動く空間であったこ
とから，視覚刺激により視覚野のch46で賦活したこと
が考えられる。木漏れ日区は他の実験区より視覚刺激
要素が多かったことから心拍変動性において反応が現
れやすかったのではないかと考えられる。
　なお，性別によって脳血流動態の結果に違いがある
ことは，高速道路休憩施設における植栽の配置や大き
さの違いによる生理・心理効果に関する研究（細野ら，
2017）および，植物の色彩刺激による生理・心理的反
応の研究（El－sadekら，2013）でも示されている。

２．植物の効果について
　植物区と他の実験区の比較において，生理的な測定
から有意差が認められた項目は，男性群のch36のみで
あった。 感覚の地図帳（山内・鮎川，2001）のブロー
ドマンの脳地図よりch36は聴覚刺激の受け取り機能
があるとされているが，実験中は可能な限り音が出な
いよう配慮しており， 植物区においても他の実験区に
比べ音が出るような動作はなかったことから，この賦
活が何を示すものかは判断ができなかった。
　また印象評価で植物区は木漏れ日区，植物・木漏れ
日区に比べ「単調な」，「かたい」，「暗い」という評価
であった。さらにヒアリングからも「暗い」，「かたい」
といった印象が挙げられている。本研究では，木漏れ
日照明の動きを認識しやすい平均照度（151lx）に設
定したが一般的な教室内（JIS照度基準300lx）よりも
暗い設定であっため，明るい状態で植物を見るのとは
違い，暗がりの持つ不安感が影響を与えた可能性が考
えられる。また，選定した植物の葉色が暗色な緑色で
あったことも印象に影響したものと示唆される。

３．植物と木漏れ日の相乗効果について
　無演出区，植物区，木漏れ日区と植物・木漏れ日区
の比較において，心拍変動性および脳血流動態で有意
差は認められなかった。
　高速道路休憩施設における植栽が持つ生理効果の研
究（細野ら，2017）においては，心拍変動性に関して，
実験時の環境条件を完全に制御することは困難なこと
から，短時間の測定では有意差が認められないことも
多いとしている。その例としては森林と駅周辺を座観
し比較した研究（朴ら，2006）を挙げ，HFが有意に

亢進するのは３分から10分後であると述べている。ま
た心拍変動性のLF/HF（実測値/平均値）について， 
LF/HFは非常に安静した状態で2.0より小さく，日常
の安静時では2.0－3.0，交感神経の興奮状態では4.0以
上が目安になるとされている（高田ら，2005）。本実
験では無演出区および植物区が2.0以上の値であるの
に対し，木漏れ日区（LF/HF＝1.893），植物・木漏れ
日区（LF/HF＝1.869）が2.0未満であったことから，
木漏れ日区と植物・木漏れ日区では安静し，リラック
スした状態であったと言える。また，印象評価では無
演出区に比べ，植物・木漏れ日区は「生き生きとした」

「変化の多い」「美しい」「安心な」「明るい」「楽しい」「心
が落ち着く」「潤いのある」「やわらかい」「好きな」「目
新しい」「元気になる」「目がさえる」と評価されてい
た。このことは，スクリーンばかりの代わり映えのし
ない空間を１分間見続けさせる無演出区に対する印象
が極めて良くないことを示唆すると考えられる。この
印象評価を加味すれば，実験参加者は無演出区でスト
レス状態に近かったと考えられ，植物と木漏れ日演出
を組み合わせた空間ではリラックス効果が得られるこ
とが示唆された。また，植物・木漏れ日区で「眠くな
る」の対語である「目がさえる」項目で評価されてい
ることから， このリラックスは眠気からくるものでは
ないと考えられる。
　さらに，ヒアリング結果から， 最も好きな空間に植
物・木漏れ日区を挙げる実験参加者が最も多かった。
また，無演出区や植物区，木漏れ日区を最も嫌いな空
間に挙げる実験参加者は複数いるが，植物・木漏れ日
区を嫌いな空間とした参加者は１人もいないことから
他の空間に比べ，好印象を与える空間であることが示
された。
　また，演出効果として，植物区では「かたい」や「暗
い」，木漏れ日区では「人工的に見える」「違和感があ
る」といった，良くない印象も回答されたが，植物・
木漏れ日区では「植物に太陽があたっているよう」「朝
に窓から入る日差しのよう」「自然な感じ」といった
具体的かつ自然現象に関わる回答が多かった。このこ
とは，植物と木漏れ日の演出を組み合わせた時に，植
物のみや木漏れ日演出のみで抱かれる違和感などのマ
イナスの印象が相殺され，印象が相乗的に良くなるも
のと考えられる。

おわりに

　本研究から，木漏れ日区では生理的な有意差が認め
られ，リラックスした状態にあったと示唆されたが，
植物・木漏れ日区ではリラックス状態に近づく可能性
があるに留まった。本研究では，１分間の測定で実験
区を比較したが，今後の課題として時間の推移ととも
に，効果が発現するまでの時間や，その継続時間につ
いて実験を行う必要がある。
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　また植物区においてリラックス効果に関連するよう
な生理測定からの有意差が認められなかったことに関
しては，本実験区の設定時に木漏れ日照明が最も映え
るような照度環境としたことが要因となり， 既往文献
で述べられているような植物の生理的な効果が十分に
発揮されなかった可能性がある。これらのことから植
物が映えるような一定の照度が確保された室内で木漏
れ日演出された空間においては，植物および植物と木
漏れ日照明がより効果を発揮するものと考えられる。
　実際の室内緑化計画を行うにあたっては，室内の照
度， 植物の葉色等に留意しながら，木漏れ日照明と組
み合わせ，違和感のない空間演出にすることで，利用
者に与える空間の印象を上げ，ストレス緩和に寄与で
きると期待される。

摘　要

　本研究では植物と他の空間構成要素とを組み合わせ
ることで疲労回復・ストレス緩和の相乗効果を得られ
ないか，という観点から室内で演出が可能な照明に着
目した。照明は，研究より疲労回復・ストレス緩和が
期待できるとされる木漏れ日の演出が可能なもの用
い，室内環境下で生理的・心理的指標から実験を行
った。
　生理的側面から心拍変動性および脳血流動態の測定
を心理的側面からSD法による印象評価およびヒアリ
ングを行った結果，「無演出区」に比べ「木漏れ日が
ある空間」では心拍変動性より高周波数成分（HF, 副
交感神経の影響を受けるとされる）値が有意に増加す
る傾向にあったことからリラックス状態に近づくと示
唆された。またこの時脳血流動態からch23，ch24で
賦活があり，ヒアリングでは木漏れ日をイメージする
実験参加者がおり，また印象評価においても「楽しい」

「生き生きとした」等のストレス時にはない評価を受
けていた。さらに，心理的側面から，「無演出区」に
比べ「植物がある空間」「木漏れ日がある空間」「植物
と木漏れ日がある空間」でそれぞれ良い印象を与えて
おり，特に「植物と木漏れ日がある空間」では，空間
の総合的な評価が高かった。
　これらのことから室内環境下でも「植物」と「木漏
れ日」を組み合わせた空間を作り出すことで生理的に
はリラックス効果があることが示唆され，ストレス軽
減の一助になることが期待された。
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